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滋 賀 県 北 部 の 農 家 の 空 間 の 特 性
一結婚式から読み取る一

吉見静子（岐阜女大）
目的　 伝統的な民家での生活習慣が消えていく中で、実際に使用された事例を通して、

空間構成の特性を明らかにすることを目的とし、儀式には古くからの空間認識が伝承され

ていると考え、古い形式を色濃く残していると考えられる結婚式を取り上げた。

方法　 聞取り調査と古文書の収集を試みた。聞き取りは昭和期を遡れず、古文書も明治

２年がもっとも古いものであったが、この時代であれば、江戸期の習俗と同様であると考

えられる。なお、今回は滋賀県 北部の農家を対象とした。

まとめ　 明治末期以前は新婦は勝手口から内向きの空間〈だいどこ〉・ 〈ねま〉を通っ

て表の空間 〈ざしき〉にある仏壇を拝む。夫婦・親子の盃は くねま〉で行う。明治末期か

ら昭和初期にかけて新婦は門口から入るようになる。このことは、結婚が労働力の確保や

家の継続という側面をもった家の内向き行事であり、そ の場も くねま〉、あるいは くなん

ど〉と呼ばれる収納の場でもあった内向きの空間で行なわれた。明治末期から昭和初期に

かけては、農村経済の向上や民主主義思想の普及によって、結婚式が親戚や地域の人々と

共に喜ぶ晴れの行事になり、表向き の空間 ’〈ざしき〉で行なわれるようになった。但し、

夫婦・親子の盃事は くねま〉で行な われていることは、農耕を生活の中心とする農家にお

ける くねま〉重要性を示しており、住まいの根源を今に伝えているといえる。

農家の結婚の儀式は、〈ねま〉が家の中心であり、そ の場が家族め核である夫婦の生活

の場であることを示しており、家を中心とし、田畑のある集落内を生活の場とする農家で

は、人との付き合いも家を核とした空間的な広がりのなかで、営まれているといえよう。
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住居管理の思想－オクタヴィア・ヒルの遺産と再評価

中島明子（和洋女大）

目的　本報告は、日本における分譲共同住宅管理における管理士資格を視野におきながら、

19 世紀のイギリスにおいて女性による住居管理人養成を行ったオクタヴィア・ヒ ル

（Octavia HiU 1938-1912) の評価に関して整理し、現代的意義を抽出することである。

方法　文献資料の収集分析及びオクタヴィア・ヒル関連の機関と場所（オクタヴィア・ヒ

ル博物館、ヒルが設立した住宅協会、後継者により設立された公認住居管理協会、ヒルが

管理した住宅等）を訪問し、評価の確認を行った。期間は2000 年12 月。

結果　オクタヴィア・ヒルは、低所得者層の民間賃貸住宅における住居管理と住居管理人

養成のパイオニアとして、またナショナル・トラスト創始者の一人として著名である。し

かし後者に関する評価は高いが､前者に関してはイギリス福祉国家形成における大量の公

営住宅管理においてビルシステムが部分的に採用されながらも､現代に至るまで評価が分

かれている。その論点は①ヒル自身が住居分野への国家介入と大都市部に供給された共同

住宅に批判的だったこと、②借家人に対する高圧的温情的態度､ ③方法もオリジナルでは

なく、④住宅の貧困に対する抜本的解決につながらない、といった内容である。ヒルの再

評価は80 年代から顕著になった。居住者の自発的改善意欲に依拠した参加型管理の推進

が保守政権による自力自助型住宅政策と結びついたからである。近年ヒルの意図から離れ

ながらも､創始した住宅協会や後継者により創設された公認住居管理協会は発展している。

以上の点からヒルを全面的に評価するのではなく、住居管理は居住者の生活改善を重視し

専門家によって行うというヒルの精神を継承した上で、内容と方法を確立することだろう。

248


